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三重県における外国人労働者の現況について

三in県における雇用労働者散は、平成5年統計

によると58万人です。それに対して県内の外国人

登録者数は、平成5年12月時点において、18,688

人（6年12月時点では、19，313人以下同じ）

を数えています。その内ブラジル国涌者は6,320

人（6.504人）、ペルー888人（1.025人）、フィ

リッピン748人（918人）等となっています。勿裟

この三砿県外国人登録者数が県内の外国人労働者

数と一致するものではありませんけれども、ある

程度外国人労働者数を把掘するための材料として

考噸することができるでしょう。

外側人登録者数が全て服用労働者ではありませ

んし、その中には韓国国締音8,151人（8,025人）

が含まれている率からも、いわゆる出稼ぎタイプ

の労働者数はこれらの協定永住者数を除外したと

ころで考恵されねばならないものと考えられます、

中南米脂国からの登録者数は7千人を越えていま

すし、アジア諸国では2千人程度が就労者であろ

うと推測されます。その他の雌内に就労するもの

と琴えられる資格外就労者（3千人内外）を含め

れば、1万2千人を下回らない敵が想定されます。

この数値は、県内の雇用労働者数の2ﾘを越える

割合を占めており、全国ではljIi,程度と推計され

ている外国人労働者比率に比べて、大きい事がわ

かります。

峨近の経済の低迷で外国人労働者数の推移に関心

が奥まっていますが、県内の登録者数の推移からみ

れば、爆発的な増加傾向は一段落したと見られます

が、なお増加傾向にあります。予価調査において国

内での移動状況を見ましたが、太平洋ベルト地帯か

らの、自助車関連産業からの県内移動が多くみられ

まず。労働環境の比較的厳しい、ゴム、金属鍍金・

加工稚郡は伝統的に刷用比率が問い業種ですし、新

たに食品加工業や旅館寺のサービス業が雁用を拡大

してきています。県内の産蕊栂成からみて、三通鮎

では今後もプル要因が一層商まる可能性がありまず。

加えて、日系人労働者の職業紹介機関の整備が
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就労を促進する方向に作用するものと考えられま

す。ブラジル、サンパウロ市には日系人屈用サー

ビスセンターの現地相談窓口が設けられ、日本に

おける求人悩報を施設内において掲示し、職業相

縦裳務が開始されている。仲介業務についてはブ

ラジル国内法整備が完了次第実施するとのことで

ある。国内では、東京に続いて昨年秋から名古屋

においてセンターが設侭された。取扱件数は、19

93年4月から94年4月までの期間について、求人

数10.455人、件数2,313件、紹介件数3,815、就職件

散2.068件となっており、名古屋での就職件数は月

当り平均30.6件を数えている。このシステムの特徴

は、新規に日系人労働者を肌用しようとする邸業主

において、雇用が円渦に行われる所にある。現在典

計中の調査においても新規に屈用を考えている耶業

所があり、特に旅館紫においては労働者を直接硫遡

して採用することにより人物保証を要求していたが、

鋪三者でなく卵業主が幽棲面談できるこれらの制

度は、服用拡大の糸口となるものと考えられる。

そうした状況をふまえて、昨年から導入された

技能実習生制度が注目されます。これは研修後簡

恥な技能検定を行い、初級技能認定の後、2年の

残り期間（概ね1．5）労働者として就労が認め

られるという制度です。この制度が今後の外国人

労働者問遡に及ぼす影蒋は不明ですが、これまで

脂摘されてきた就労の陥れ蕊としての機能が払拭

されるのか、早急に検討されねばならない課題も

あります。本日は陳さんに中国人研修生の抱える

問題点について、日中両国にわたる調査をふまえ

た分析をお話いただけます。陳さんは、筑波大学

において駒井先生の指導の下で研究を積まれ、社

会学博士の学位を取禅され、現在国際過合地域開

発センターの研究員としてご活眼中であります。

研修生の問題については捌在が困離なこともあっ

て、県内での実態が不明な部分も多く残されてい

ます。本日の報告はこの点からも貴亜なご報告と

いえるでしょう。
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三重県における外国人登録者数の推移

三愈県総数内比率は、全国登録者数に対する割合、国別比率は、全国、三亜県それぞれの総数に対する割合。
三重県の数値は、知事公室国際課調
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中国人研修生に関する考察
一国際労働移動の視点から－

はじめに

国際労働移肋とは、アフリカの鼎人のアメリカ

への奴隷売買にはじまり、社会の発展と化学の進

歩に伴い労働力の内容や移動の手段や範囲は大き

く変わってきたが、移動そのものはずっと止まっ

たことのない国際的現象である。日本においては、

歴史的に外国への労働者や移民を送り出したこと

はあるが、1980年代後半までは外国人労働者を受

け入れる経験が少なかったために、国際労働移動

に対する関心は薄かったというのが現実である。

しかし､1980年代後半以降、世界摘勢は大きな

変貌を遂げた。従来の社会主義諸国は共産主義の

理念を放棄し、計画経済路線から市賜経済への転

換が新しい傾向となり、それまでの東西冷戦によ

り作られた社会主袈陣営と資本主義陣営の間の壁

がなくなり、市甥経済に基づく国境を越える経済

活動が可能になった。従来の社会主義諸国は経済

不況を抜け出し、国際経済秩序に参入するために、

外国の資本と技術の導入を最優先的戦略として打

ち出し、自国の廉価な労働力を国際労働市甥に開

放し始めた。このように、膨大な人口を抱いてい

る中国をはじめとする社会主製諸国が国際労働市

増への新たな巨大な供給源となった。

同時に、日本は経済の高度成長に伴い、世界経

済システムにおける中核としての地位と役割がま

すます大きくなりつつある。また、国際貿易の不

均衡と急激な円高により、外国への資本投資の意

欲はますます高くなり、日本企業の国境を越えた

活発な経済活動は空前のものになった。一方、中

小企業や3K業梱の人手不足の問題は益々深刻に

なった。日本の法務街は海外からの単純労働者の

入国を認めていないので、「外国人研修生」、

「日系外国人」、「就学生と留学生の資格外就

労」、「滞在オーバーjなどの形で、1980年代後

半から常に50万人以上の外国人が日本で働いてい

るのが現状である。

国際労働移動は、根本的には労働市甥の需要と

供給によって生じた経済現鮫と言われている。し

かし、資本や物の移動と翼なり、労働力としての

人間の移動は多くの要因と絡んでいるため、それ

がもたらす結果ははるかに労働市場の需給の領域

を超え、社会に深刻な影僻を与えていることが認

識されることに至った。この問題をめぐって日本

はどう対応すればよいかについては、「開園鈴！

3

陳 立行
と「錨国鎗」の学者がたえず論争している。しか

し、そういった蛤争の前に、まず日本にいる外国

人労働者の実態をつかまえ、さらに、外国人労働

者を日本へ送り出す背景や彼らの帰国後の状況を

把阻した上で、国際労働推移に関する問題点の原

因だけではなくその奥にある意味をも明らかにし

てゆくことが本蹟の目的である。そこで、盃者は

1993年に、愛知県、名古屋市と三面県で中国人研

修生と研修先の醜業主を対象とした聞き取り調査

を行い、さらに中国の研修生派過機関と帰国後の

研修生を訪問し、様々な角度から国際労働移動に

よって生じた現象を検証した。

I・中国の研修生逓遺

中国の日本への研修生の派避は主に二つの樋類

からなっている。一つは労務研修生であり、もう

一つは技術研修生である。労務研修生は中国の労

働力輸出の枠に入っている熟練労働者であるが、

技術研惟生は中央政府や地方政府、企業間の友好

交流の一斑として技術移転や日本企業の先進技術

と管理方法を学ぶ目的で派遣されている研催生で

ある。中国政府においては労務研修生と技術研修

生は異なっているカテゴリに定められており、両

者に対する期待や待遇、派遣機関や選抜方法まで

すべて違っている。

まず、労務研修生は中国の労働力輸出のカテゴ

リに屈している。1980年代初頭、中国が従来の計

画経済体制から市場経済へと転換させる「改革・

解放」政策を打ち上げ、経済特別区の解放と共に、

「国際市珊の開拓、国際貿易の多元化、輸出産葉

の振興、輸出製品の質の改善と屋の拡大などを積

極的に巡める」ことが中国共産党第14回大会で決

定された。その一現として、1960年代からのアジ

ア、アフリカ、南アフリカ諸国への撫愉経済授助

としての労働者派過は、有償の形に国際労働市場

に紬出することに変えられた。この方針の転換に

伴い、1980年以降、中国全体で外国へ労働力を派

通するための葉務に従事する業者が一気に約300

社も壁瑚し、一時は管理が混乱した状況に陥った。

中国政府は外国への労働力の派遣業務を管理する

ために「国際経済技術合作公司」を股立し、労働

力輸出の業務を統括することにした。中央政府の

各部、地方各省、叶画専列市（日本の政令指定都

市に顛似する）において各々の「国際経済技術合



作公司」を股立し、そこがその部とその地方の労

働力輸出の業務を統括する。1990年までには「国

際経済技術合作公司』は138ヶ国の国や地区と労

働力輸出の業務関係を持ち、96億米ドルの営業金

額を連成した（1）。毎年平均約6～7万人の労働

力を派過しており、その労働力は主に三つに分頻

できる。①外国で落札されたプロジェクトに伴う

労働力②外国企業に派遣する管理者、技術者と労

働者③中殖料理調理師、針灸師など特殊技能を

持っている者である。日本は単純労働者の受け入

れは許可しないため、日本企業のニーズに応じて

熟練労働者を労務研修生として派週する。した

がって中国側から見れば、労務研修生は研修生と

いう名目で派遣するが、実質的には熟練な単純労

働者なのである。

表Iからもわかるように、技術研修生は、労務

研修生と異なって、国家や地方政府及び企業の友

好交流の一園として、技術移転や日本企粟の先進

技術と管理方法を学ぶ目的で日本に派過されてい

る。技術研修生の派避の目的は中国の外貨収入と

関係していないため、選抜方法や期待される役割、

帰国後の遡路などのすべての面で労務研惟生と異

なっている。

Ⅱ、日本の研修生受け入れの現状

中国側から見ると、技術研修生の派通と労務研

修生の派過とは異なる耶業と言える。しかし日本

では、技術研修生と労務研帳生を区別することな

く受け入れている明合が多いことが調査から判明

した。まず法的には、技術研修生にせよ、労務研

修生にせよ、すべて「研修生」として入国管理局

により審査され、日本に入国し滞在する。また、

受け入れのルートを見ると、多国籍企業や中国と

合弁事業を行っている企業が現地工場の管理幹部

や中堅技術者を養成するために、現地邸務所を通

じて受け入れた研修生は技術研修生の場合が多い

が、私的ブローカーの斡旋で受け入れた研修生の

多くは労務研修生と見られる。しかし最近、ビザ

手錠きの困建やトラブルの多発のため、私的ブ

ローカーに仲介された労務研修生の数は減りつつ

あり、公的なあるいは第三セクターの仲介概関を

通じて研修生を受けいれることがほとんどである。

日本との仲介機関は、中日人材交流協会、日中農

業交流協会、八路軍日本人協会、日中友好協会、

日中産業協会、中央敬粟開発協会、国際研修協力

機櫛、各地の商工会蟻所、腎年会鍛所など、槻々

である。その中で技術研修生だけを仲介する機関

は非常に少なく、多くの機関は技術研修生と労

表1技術研修生と労務研修生の相違

目的

派通機関

成囚栂成

役割期待

と帰国後

の進路

週抜方法

技術研催生

日中両国の友好交流の一現

技術移転や管理方法の学習

中国国際技術・人材交流センター

中国宵年連合会

中国農学会

中国対外友好協会

中国科学者協会

中国応用技術促進会

個別の企業など

大学、研究機関、企業の中堅技術者と中

堅管理者

研修を主とし、日本人従業風と同じよう

に働くことは要求されていない。日本で

の研修業績が帰国後の昇遡につながって

いる。

所属機関の推閲→日本曙の研修→派過機

関の選抜

4

労務研修生

日本企業への労働力の提供

国や地方政府のための外貨稼ぎ

統括機関：中国対外経済貿易部

派遺機関：国際経済技術合作公司

直接対外経済貿易梱限を有する企業

日本企業側のニーズに応じて、それぞれ

の分野の熟練労働者

研修先で日本人従粟員と同じように働く

ことが要求されている。派遼元に決めら

れた外貨の納めを農務づけられる。

日本側のニーズに応じて募築→日本語の

研修→受け入れ先の面接



務研修生の両方を斡旋している。彼らは日本側の

企業の依頼に応じて、表l中の中国側の労務研修

生と技術研修生を派通する機関を通じて韓旋して

いる。

調査対象の日本企業の研修生を受け入れる背景

は、主に次のような翻型に分けられる。

①企業の自らの希望というよりも上部機関の要

諭に応じるために研修生を受け入れる。この類型

には大企粟の珊合が多く、受け入れた研怯生は技

術研修生がほとんどである。

②企業の経営者が中国に対する個人的感憎や会

社の今後の海外進出のための準術などの理由で、

中国人の技術者を育てたい目的で、中国の特定の

企業に直接要諦を出し研修生を受け入れる。この

場合には受け入れる研修生は中国企業の推醜に任

せることが多い。

③企業が人手不足の問題を解消するため、その

企業が所在する地方自治体の協力を得て、友好都

市の交流事業の一環として研修生の受け入れを行

う。このような企案には中小企業が多く、受け入

れた研修生は技術研修生もいれば、労務研修生も

いる。

④人手不足のため、日本と中国の仲介機関の斡

旋で研修生を受け入れる。このような企業にはい

わゆる3Kの業種が多い。受け入れた研修生には

労務研修生が多いが、技術研修生も少なくない。

①と②は技術移転や発展途上国の技術開発の人

材謎成の一頚としての研修事業と言えるが、③と

④は研修というよりも企業の労働力として受け入

れるという性質がはっきりと見られる。

Ⅲ研修生の率例

躯例調査には、派通の背景、日本での研修内容、

待遇、生活状況、日本人との交流及び満足してい

る点と不満に思う点などについて研修生にインタ

ビューを行った。

ケースl

G氏：男、42歳、滴革大学土木建築学部卒藁

中国での所属機関：XX省建築設計院プロジェ

クト寅任者

日本での受け入れ機関：XX工務店（本社名古

屋）

研修内容：建築設叶耶務所に配置され、建築設計

図のパースを描くことが主な仕眼である。日本の

辿築設計所は設計図のパースを専門の下附け業者

に依頼することが多い。一枚のパースの料金は約

10～20万円である。G氏はだいたい一週間に一枚

の割でパースを描くことができる。勤務時間や体

5

日は日本人社員と同じで、残業はほとんどしない。

日本人との交流については研修先会社の忘年会

や社内旅行に参加する。同瞭の個人的招きで車で

旅行に出かけたこともある。しかし地域社会との

交流は全くない。また日本鱈については、仕取が

パースを描くことでほとんど言葉を使わずにでき、

またアパートに帰るともう一人の中国人研修生と

2DKの部屋に住んでいるのでいつもお互いに中

国路で話し、日本語の勉強はほとんどテレビを見

・ることしかないため、なかなか上達しない。

生活については、仕事が終わると晩ご飯を自炊

し、本を少し読んでテレビを見るのが普通である。

休日には掃除、洗澗、買物をする。祭日の迎休に

は一緒に来た研修生が染まって簡単なパーティー

をすることが多い。

満足している点は、まず日本の建設会社と迎第

設計所の仕事ぶりや経営の様子がある程度分かる

ようになったこと。また会社の上司や同僚との人

間関係については比較的うまくいっていることを

語った。

不満な所については、①研修内容が期待してい

たものとは違っていたことが上げられた。パース

を描くことは彼の派通もとである中国の設叶院で

は普通の技術者ならだれでもできる仕事なので、

それだけの研修内容では時間を無駄してしまうと

術感している。また、2年間の準術と2年間の研

修の結果は派遺元の建設院の期待に答えることは

とうていできず、非常に不安に感じている。②日

本人との交流については、まず日本人の友迩との

付き合い方が中国人とは違うため友達になるのが

雌しい。さらに貧しい国からの研修生と真の意味

で友達をつくる気がある日本人はほとんとおらず、

非常に寂しく感じる。③経済的には、月7万円の

収入から食砺と雑費で4万円を支出し、残りを帰

国するときに日本の溢器製品やおみやげを買うた

めに使ってしまうと、何にも残らなくなる。

ケース2

H氏：男、40歳、四川大学卒業

中国での所属機関：XX省趣設工程局科長

日本での受け入れ機関：XX工務店（本社名古

屋）

研修内容：建築現甥の整側と掃除を担当する。体

が小柄なため建築現喝の仕事に向いていないと言

われ、現増の整理と掃除の仕砺に配置された。

毎日アルバイトの朔人連と一緒に仕耶をし、残

業もある。残業をする珊合、研修手当以外に時給

900円の残業手当が付く。仕窮の休み時間には彼

女たちとよく喋り、彼女たちの中国に対する色々



な質問や日本社会と日本家庭に関わることがよく

話題になる。そのおかげで日本語は少し上述し、

また彼女たちは優しく、ケーキやせんべいをよく

持ってきて休み時間でみんなでおしゃべりをしな

がら食べて時間を過ごすことが楽しい。研修先の

会社の忘年会に参加することもあるが、他の部門

の同僚とつきあうことはほとんどない。

日常生活については、ほとんどG氏と同じで、

晩ご飯を自炊し仕事以外の時間はテレビをみて過

ごす。休日、祭日も同じように友連の集まりで酒

を飲んだり、喋ったりすることがもっとも楽しい

時間である。

満足することについてはH氏は「ない」と答え

たが、不満については次のように語った。『私の

仕事が研悠とは全く言えない。ただの安い労働力

として使われているのではないか。わたしは小柄

で体も痩せているから、アルバイトの人連同じよ

うな仕耶しかできない。ただ彼女たちは何か用が

あれば欠勤することと比べれば、私は小柄だけれ

ど、毎日ちゃんと出勤できる。すでに来てしまっ

たから仕方がないが、一年のビザが切れたら更新

の申購を出さずに中国に帰ることを決心した。た

だ、職埋に戻ると日本での研修内容について聞か

れるのでどう答えればいいかわからず恥ずかし

い｡」

ケースlのG氏とケース2のH氏は同じルート

で同時に日本に来た研修生で、彼らの日本に来た

背景は次の通りである。

彼らは25人のグループで中国の北京理工大学と

日本のXX工業大学の共同耶業として、中国人材

技術交流公司により出国手続きを済ませ、1992年

4月に来日した。

北京理工大学とXX工業大学とは友好関係を結

び、1988年から北京理工大学は赴日研修生コース

を設立し、XX工業大学は保証人として日本の建

蕊業者に研修生の受け入れを斡旋することになっ

た。1988年以降、毎年約25人の研修生が日本に派

通された。1988年から1991年までの4年間に派遣

された研修生は、ほとんどが北京理工大学の教師

だったが、5年目からは北京理工大学は中国建設

工業部を通じて建設業の技術者を染め、10カ月の

日本語の研修を行い日本に派過した。

この25名の内の20％が大学院の修士課程を終了

した者で、70％の人が4年生大学の卒典者で、全

ての人は所属機関の中堅技術者あるいは管理者で

ある。彼らは中国各地から北京理工大学に巣めら

れ、10カ月の日本語の研修を受けた。その費用は

全部所風機関が負担し、日本語研修の終了後、所
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風機関に戻って仕車をしながら日本の入国ビザの

肝可がおりるのを待った。日本語研修と来日まで

の待機期間を合わせると約2年間で、25人がそ

れぞれの所属機関から大きな期待を寄せられてい

る。彼らには日本での研修の機会を利用して先進

の建股技術を習仰し中国の建築技術を改善すると

いう期待が非常に強い。

来日前に研修期間は2年間と定められた。来日

後は25人が10の迎股関連会社に派避された。1年

後、その内の9人は法務省からピザの更新をして

もらえなかったために帰国した。別の2人は日本

での研修（仕事）の内容に適応できず、一年が過

ぎた時点で本人がピザ更新の申哨を出さず、帰国

した。

このグループの25人は研修先の会社によってそ

れぞれ仕事の内容は異なっているが、研修の待遇

は共通している。研修手当が月7万で、住宅は研

修先の会社から提供され、医療保険は保証人であ

るXX工業大学が加入する。

このグループの研修生は、中国側から見れば純

粋な技術研修生と言える。しかし、日本の到襲会

社が研修生を受け入れるのは技術移転や技術提挽

などよりもむしろ建設業の人手不足やコストダウ

ンの要因が強いのであろう。つまり根本的にお互

いの目的と期待が異なっていることが、研修生と

受け入れ側の会社の間に不満が生じた原因と考え

られる。

Ⅳ．受け入れ側耶粟主の砺例

凋査対象：XX金閥の社長、XX鉄工組合理耶

受け入れ団体：XX鉄工組合（組員企業が110社、

500人以上の従業岡の企業が約30～40社あり、理

事が約15名がいる。所在地：三亜県）

派避槻間：溌悶関東国際経済技術人材交流公司

（遼寧省）

仲介機関：日中産業（東京）

受け入れの経韓：1990年頃、中小企業の人手不

足がますます厳しくなったため、岡崎鉄工組合が

1989年から40人の中国人研修生を受け入れ、研修

生の中優秀な人材が多いことを聞いた。XX鉄工

組合は岡崎鉄工組合を訪問しその経験を聞いてか

ら、中国から研修生を受け入れることを決めた。

1990年5月に東京にある日中産業の斡旋で、祷

剛対外経済建設公司と提挽関係を結んだ。この公

司は半官半民の槻関だったが現在は独立し、滞附

関東国際経済技術人材交流公司という名称に変

わった。この公司は東京に駐在員を設題し、毎年

約150人の研修生を日本の会社に派過している。1



990年11月、XX鉄工組合の理事たちは椿隅を訪

問し、1991年‘1月に第1剛の20人の研修生を迎え

た。

＊研修生の迩抜プロセス：

l、受け入れ企業が必要とする人材の業秘と技

術の条件を中国の藩陽の人材交流公司に提出する。

年令、25～30歳：関連業秘に3年以上の実務経験

があること：溜校卒業以上（技術の難易度により、

大学卒業が必要の場合もある）。

2，人材交流公司は日本企業の要求に応じて研

修生を募典する。人材交流公司は夜間の日本語

コースを設けており、研修生は日本に行く前に日

本語研修を受けることができる。

3，受け入れ会社は選抜された研修生候補者の

啓顛を審査した後、祷賜に行って面接を行い、最

終的な人避を行う。

＊受け入れ会社の経費負担については、研修生

一人当り一ヶ月ごとに次のようになっている。

日中産業へ：5万円（日中産業が保証人となる。

研修生の労災保険と健康保険に加入する。また研

催生の日本国内見学を企画する。）

協会費：5千円

研修生本人へ：10万円、その内中国側の人材交

流公司に3万円を上納する。また、宿舎を提供し

（6畳間に二人）、渡航往概費用を負担し、日本

での通勤には自転車を提供する。

＊研修生の管理については次のような内容を含

んでいる。

生活管理：全員が寮生活で、寮は勤務先から自

転車で通勤可能な距離内にある。朝食と夕食は自

炊する。研修生の栄養管理のため、昼食には会社

が390円の弁当を買い、本人から200円を徴収する。

研修生の月額7万円の研修手当は本人に‘1万円を

支払い、残りの3万円を貯金の形にし、1年間の

研修期間が終わって中国への帰国の船に乗ってか

らまとめて本人に36万円を支払うことになってい

る。中国側の人材交流公司への3万円を天引きし

て、会社側から人材交流公司に支払うという方法

をとっている。

仕事管理：研修指導員を配笹し、指導日の指導

を受けながら仕耶ができるようにする。

旅券管理：中国人材交流公司の要諭により、旅

券を統一して保管する。6ヵ月後の在制資格の更

新と帰国する前の買物際に本人に返す。

＊困ることについては次のように語っていた。

1，第一期の20人の研修生のうち、6カ月後の

在岡資格更新をしてもらった後、（入国したとき

の在留期間が6ヵ月であった）－人が旅券を持つ
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て逃げ、もう一人が一年間の研修期間が終わる直

前に逃げた。

2，言莱が余り通じないので専門技術を教える

ことが非常に難しい。おもに筆談で仕耶をするが、

効率が悪い。

3，8社のうちの1社ぐらいは指導員との間に

もめ邸がおこった。その会社では第2期の研修生

を社長は受け入れたいが、従業員である指導員の

反対によりあきらめた。

第一期の研修生は州国後約三分の二が元の職珊

に戻ったが、三分の一は転職したり、自営業をし

たりするそうである。

＊感想については次のように語った。

l、研催生を受け入れるにあたっての法務省の

手続きが厳しく、研修生の管理を隅から隅まで

やらなければならないので薄精神的な負担が館

い◎

2，最初は人手不足のために研修生を受け入れ

る企画を立てたが、実行してから研修生をただの

労働力として使うと、何か物足りないような気が

する。研修生の受け入れによって、中国のために

も、何か役立つようにしたいと思う。

3，研修生が中国に帰ってから、日本で学んだ

ことを生かせる環境を中国側でもつくることがで

きれば、とても望ましいと思う。

この組合が受け入れた研修生は中国から見れば

労務研修生で、日本側も人手不足の解消のために

労務上の要因を考えて受け入れた。人迦の段階で

しっかりニーズに応じて人を選んだため、両方に

とって研修内容や仕瓢については余り問題が生じ

なかった。ただ会社が出した研修生の現金収入の

半分は日中両側の仲介費にあてられてしまうこと

が、研催生にとっては、契約上明確にされていた

ことは了承していながらも、心理的な不満が生じ

た。そのため、逃走躯件がよく発生し、受け入れ

会社の管理に大きな負担を強いていることが分

かった。

むすび

研修生への調査を通じて国際労働力膨動にかか

わる諸問題の原因が明らかになった。一つは送り

出す側にせよ、受け入れる側にせよ、法的な整備

が必要であるという･ことだ。中国人研修生事業の

問題は、両側政府の法祁と政讃の暖昧さにより生

じたことがたくさんある。また、国際労働市場に

おける仲介機関のあり方は、労働者の人桶保護に

大きな影響を与えると首える。したがって、公的

機関や非営利組織の介入が必要となっている。



無論、研修生事業に多くの間囲点は見られるが、

これからのグローバル社会に向かって研修生馴業

の意義深さを調査を通じてしみじみと感じた。研

修生耶業によってもたらされた経済面の収益だけ

でなく、異なる社会や異なる文化の相互理解に

とって相方に与えた影瀞は計りきれないほど大き

い。中国に帰国した研帳生に日本での研修の収価

を聞くと、ほとんどの人は経済収入よりも日本人、

日本文化、日本社会に対する理解が深まったこと

がこれからの人生にとって非常に意味があると答

〔受入図

近代と非差別部落秋定疑和

宿業脇と輔神主躯小森肌邦

部落間脳解決の到迎段階杉之臓寿一

「部落問題学習」の考え方。すすめ方東上高志

部落問題資料と解脱解放出版社

部落を辿った一摂上杉聡

表現の自由と部落問題成海築涛

水平運動の歴史（新版）馬原鉄男

部落の歴史（新版）部落解放研究所

広島でいまおこっていること「部落」網巣部

書 一覧〕

本研究室で平成6年4月以降に受け入れた図宙は次のとおりです。

えた。同じように日本の経営者も、外国人労働者

とつきあっていくことで、外国文化や外国人の行

動を真の意味ではじめて理解することができたと

言っていた。

注

（1）「中国の労働輸出について」柳中椛、『外

国人労働者問題を考える国際シンポジウム輪文

典』、筑波大学、1992年

「部落間剛学習」の考え方。すすめ方東上高志

部落問瑚資料と解説解放出版社
む心

部落を鯉1つた一挨上杉聡

表現の自由と部落問題成潔築涛

水平運動の歴史（新版）馬原鉄男

部落の歴史（新版）部落解放研究所

広島でいまおこっていること『部落」謁災部

日本の社会学8直井優・原純輔・小林術

都市再開発ハンドブック平成5年度版

迎設省都市局・都市再開発課

岐路に立つ郁市再開篭

坂和蹴平・中州:服之・岡村泰郎

都市政頭と市民生活似田貝番門・蓮見音彦

地増中小企業振興耶例災

中小企業庁肘画部・地域中小企業振興室

日本全都市社会経済特性別．将来推叶人口データ

染日本能率協会

部落解放史・上部落解放研究所

部落解放史・中部落解放研究所

部落解放史・下部落解放研究所

全国のあいつぐ差別耶件

部落解放基本法制定要求・

国民連動中央実行委貝会

8

同和行政Q＆A（部落研ブックレットl）

典田是

民族の共生をもとめて（部落研ブックレット2）

饗尚中・鈴木二郎

まちづくり柵想計画（部落研ブックレット3）

片方信也

解同に勝利した記録（部落研ブックレット4）

岡田随行

国民の意識とニーズ（平成5年度国民生活選好度

調査）経済企画庁国民生活局

厚生白啓平成5年度厚生省

地方自治便覧1993文密恥務管理研究会

改正地方財政詳解平成5年度0Mi地方財務協会

地方公務員給与の実態平成4年

地方公務員給与制度研究会

生涯学習の方法伊聴俊夫・山本恒夫

生涯学習の椴想と実践

国立教育会館・社会教育研修所

生涯学習と社会教育委員会柵削強

学校外活動の充実のための取り組み文部省

地方財政白密平成6年度版自治街

レジャー白書’94伽余暇開発センター

社会保証年鑑94年版健康保険組合迎合会

編集後記
今号は、昨年7月16日(土)に行われた輔6

回地域問題研究交流会での報告にもとづく蹟

拙である。刊行が遅くなったことをお淀びす

るとともに、多忙な中にもかかわらず、猟師

を務められ、脈隅を執筆いただいた陳先生に

感謝したい。（M）

一匙のアイスクリームや蘇る子規


